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Ⅰ 予算編成の考え方

○ 今回の補正予算は、急激な景気後退局面において、中小企業の経営安定化を図る

ための金融対策を更に拡大するとともに、国の第二次補正予算の成立に伴い、各種

基金の造成、生活対策のための交付金を活用した施策及び公共事業等を措置

○ また、８月補正予算等において計上した岩手・宮城内陸地震の復旧対策に要する

経費について、国内示額確定等に伴い増減を整理

○ 歳入予算については、見込みを大幅に上回る２１年度の財源不足に備え、減収補

てん債を最大限発行し、財源調整のための基金を確保

Ⅱ 予算規模

（単位：百万円，％）

１１月現計予算 ２月補正予算 ２月補正後予算 ２月補正後予算対前年度増減率

一般会計 ８３１,９２４ ▲ ４,３８１ ８２７,５４３ ４.１

特別会計 １９７,７０９ ▲ ２,４３１ １９５,２７８ ▲ ５.０

準公営企業会計 ２４,５０７ ▲ ６６３ ２３,８４４ ▲ ７.１

公営企業会計 ７６,３３９ ▲ １,０８２ ７５,２５７ ３１.７

計 １,１３０,４７９ ▲ ８,５５７ １,１２１,９２２ ３.６

【一般会計補正予算の状況】

○歳入

・ 国庫支出金は、災害復旧事業費の確定に伴い１６２億円の減額となるものの、国の第二

次補正予算の成立に伴う各種交付金の受入れ等により総額で、２６億円の増額

・ 財産収入は、株式売却の取り止め等により、２２億円の減額

・ 繰入金は、財源調整のための基金からの繰入金の全額取り止め等により６０億円の減額

・ 諸収入は、中小企業金融対策の拡大により、１０３億円の増額

・ 県債は、減収補てん債が６１億円の増額となるものの、災害復旧事業費の確定等により

総額で、８８億円の減額

○歳出

・ 一般行政経費は、中小企業金融対策の拡大や国の第二次補正予算の成立に伴う障害者自

立支援、子育て支援等の基金造成により、２６０億円の増額

・ 投資的経費は、岩手・宮城内陸地震の災害復旧事業費の確定等により、総額で２７７億

円の減額

・ 人件費は、新陳代謝の進展等により、総額で３２億円の減額


